
（平成３１年２月２６日発行） 

魚市場水揚げ通信 
魚の“旬”をお知らせします！ 

宮城県東部地方振興事務所水産漁港部
「みやぎ水産の日」PR広報紙 vol.４３（１）  昨年末から続いていた定置網での

マイワシの大量水揚げは一段落しま
した。段々，日々の水揚げ量が少なく
なった２月中旬から，女川魚市場へ水
揚げする定置網は休漁に入りました。
再開は４月になってからの予定です。 
 定置網が休漁する間，女川魚市場
への水揚げは，底びき網漁船の他，
刺網やカゴなど沿岸で漁を行う漁船

が中心です。今月になって底びき網で
は，アオメエソ（通称メヒカリ）の水揚
げ量が増えています。脂のりの良いメ
ヒカリは，需要の高い魚なので買受人
の方々もセリ落とそうと一生懸命です。 
 底びき網，沿岸小漁で水揚げした魚
介類のセリは，朝６時半に始まります。
セリを担当する千葉主任の掛け声が
響き渡るのもつかの間，買受人の
方々が魚を運び出すと場内はまた静
けさに包まれます。 
 ３月になると春を告げるイサダ漁や

養殖ギンザケの水揚げが始まります。
場内に賑やかさが戻るのは，もう間も
なくです。 

今月の水揚げ状況 

２月に入りアオメエソ（通称メヒカリ）
の水揚げ量が急に増えています。赤
色のユメカサゴや高級カレイの代表
格で，幻のカレイとまで言われたマツ
カワも時々水揚げされます。イカ類の
水揚げ量は２月に入って減少してい
ます。 

魚市場からひと言 

ユメカサゴ 

ミギガレイ 

キアンコウ 

刺網・底びき網 

①スケトウダラ 

  取材日は今季一番の寒さで．市場内も薄氷ができていました。暦の
上では立春を迎えたとはいえ，春はまだ遠そうです。 

 当日は，定置網の他，底びき網・刺網など沿岸で漁を行う漁船の水揚
げがありました。定置網では，年末から続いていたマイワシの大漁は落
ち着いてきたようです。底びき網ではマダラ，マサバを中心に水揚げが
ありました。 

 ２月は荒天による時化で休漁になることが多いそうです。安全第一で
の操業お願いいたします。 女川港の日の出（２月８日） 

 取材日はマダラ1.2㌧，マサバ1.3㌧
の他，①スケトウダラ，②ヒラメ，③
エゾアイナメ（どんこ），④アカガレイ
などの水揚げがありました。 

 サクラマスは，ヤマメが海に下り
（降海型）大きく成長したものです。
魚体は約60cmになります。（ヤマメ
は約30cmです） 

③エゾイソアイナメ（どんこ） サクラマス 

スズキ 

サクラマス 

マコガレイ 

④アカガレイ 

②ヒラメ 

刺網と底びき網で水揚げした魚
介類の 
セリは，朝６時半頃に始まります。 



写真 

 ワカメは，みやぎのさかな１０選＋２にも選ばれており，昔から県民の皆様に親

しまれています。宮城県では，昭和３１年に種苗の量産化に成功したのと同時に

女川町 小乗浜で垂下式による養殖が始まりました。現在では，県中北部の沿岸

部が主要な養殖漁場となっており，気仙沼，志津川，女川，などで多く水揚げされ

全国に美味しいワカメとメカブを送り届けています。 

 ワカメは，豊富なビタミン、ミネラルを含みながらも低カロリーです。根元の部分

はメカブと呼ばれ、ワカメよりもさらに低カロリーで、ねばねばとした食感が特徴で

す。メカブは、ご飯・みそ汁との相性もばっちりの食材です。また、サラダや納豆に

加えて召し上がるのもおすすめですよ。 
女川魚市場の復旧整備も終盤を迎

えています。現在は，定置網の魚を

水揚げする西棟荷捌き場の工事が

進んでいます。今年４月末に整備完

了の予定となっています。 

編集後記 

２月はまだ寒さ厳しい季節です。昨年は，この時期の取材に防寒用の下着や靴中敷き
が欠かせませんでしたが，今年は着用しなくても過ごせました。慣れたというより，いわ
ゆる底冷えする日が少なかった気がします。新魚市場の整備が完了すると，これまで開
放的な環境で行っていた荷捌き作業を室内で行う場面が増えます。衛生面とともに，魚
市場職員の作業環境も向上することは良いことですね。（Ｈ．Ｍ) 

［お問合せ先］ 

宮城県東部地方振興事務所 

水産漁港部 

TEL：0225-95-7914,1473 

②ヤリイカ 

③マサバ ④マアジ 

①マイワシ 

イシガレイ 

船倉から水揚げされるマイワシ スカイタンクの計量（イワシ約1.3㌧） 魚種別に仕分けされます 

イシガレイ 

 取材日は①マイワシ76.8㌧，②ヤリ
イカ0.6㌧の他，③マサバ，④マアジ
などの水揚げがありました。 
 マイワシは煮干し用として買い付け
されていました。 
 

冬至から約一ヶ月半が過ぎ，日の出の時刻は早くなり季節は春に向けて着実に進んで
いるようですが，立春を過ぎた今の時期は一番冷え，尚更当日は寒波が来ており一層
の寒さでした。当日水揚げする船の入港予定時刻がアナウンスされると，職員のみなさ
んは一斉に水揚げ準備を始め，フォークリフトが所狭しと活躍して，寒さで凍えている私
達を尻目に普段と変わらない動きの職員の方々に感動しました。まもなく春漁（オキア
ミ・コウナゴ）の季節を迎えます。今年は大漁で有りますよう祈念いたします。（H.O) 

女川町小乗浜産のワカメ 


